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第２回事業検討会

阪急長岡天神駅西地区市街地整備事業
令和３年３月１１日、13日



議 題
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① 事業検討会の結果報告

② 駅西地区のまちづくり

「公共施設の配置計画（案）」

「今後のまちづくりの進め方(案）」
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① 事業検討会の結果報告
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事業検討会の概要

阪急長岡天神駅周辺まちづくりの実現化に向けた取り組みとして、京
都府が事業主体となる連続立体交差事業の検討状況、駅東西地区におけ
るまちづくり手法及び事業展開を提案し、関係住民の意見を把握する。

事業検討会参加者総数：５８名
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長岡京市が考える最適な立体交差化方式

阪急線路の高架化について、長岡京市としては、まちづくり展開へ
の影響が少ない『仮線方式』が望ましいと考え、まちづくりを検討し
ています。



駅西地区における市街地整備手法（案）の提案

①駅西地区について、先行的にまちづくりを推進。
②目指すまちを実現する事業手法は、敷地を共同化して高度利用し、
駅前広場等の公共施設や賑わい空間を生み出す『市街地再開発事業等』
の適用必要性が高い。
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駅東地区における市街地整備手法（案）の提案

①駅東地区について、連続立体交差事業と歩調を合わせた
土地区画整理事業主体のフレームを設定する。

②連立事業、全体計画の実施に向け、段階的な事業を展開する。



事業検討会の主な意見
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〇鉄道高架化について

・鉄道高架は決定したのか。早期事業化を望む。
・まちづくり全体の事業期間や展開を考えると、仮線方式がよい。

〇今後のまちづくりについて

【駅西地区】
・仮線方式を前提として、先行的なまちづくりを強く推進して欲しい。
・市街地再開発事業の必要性は理解できるが、具体なプランを示していただか
ないことには検討も決断もできない。

【駅東地区】
・連続立体交差事業の事業着手時期に大きく左右されるため、駅東地区のまち
づくりは当分先と考えてよいのか。具体なスケジュールを示して欲しい。



9

② 駅西地区まちづくり

「公共施設の配置計画（案）」

「今後のまちづくりの進め方(案）」
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計画する公共施設

①補助幹線道路
阪急長岡天神駅へのアクセス性を強化するとともに、住宅地区内
への通過交通を抑制する道路

②駅前広場
阪急長岡天神駅東西両側に交通特性に応じた広場を設置し、アク
セス性の強化、市の玄関口となる「にぎわいの拠点」として整備
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道路及び駅前広場等の役割

当該地区の抱える交通課題、現況の道路ネットワーク等と踏まえて
計画する道路及び駅前広場を検討

整備による効果
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公共施設の配置計画（案）

補助幹線道路と駅前広場
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計画道路の構造

道路構造：幅員12.0m道路

自転車通行は、矢羽根等による路面表示を行い、
自動車からの視認性を高めるなど工夫する

イメージ

※広すぎず、狭すぎない適正な道路構造を検討
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交差部の考え方

道路構造令に基づき、各交差道路におけるピーク時の交通処理能力
の検証を行い右折レーンの可否を検討

交差部の詳細は関係機関と調整中
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駅前広場の計画（案）

適正な規模の算定、東西に配置する広場の機能分担及び現況の交通
ネットワークの状況を踏まえ、施設の位置・形状を検討

出典「阪急長岡天神駅周辺整備基本計画」西側駅前広場のイメージ
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今後のまちづくりの進め方（案）



令和３年度まちづくりの進め方（案）

「事業検討調整区域」の権利者を対象に、土地等における個別意向の確認及
び事業への参画依頼を行い、最適な事業手法を決定し事業化を促進します。
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令和３年度まちづくりの進め方（案）
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参 考 資 料
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街路事業とは
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街路事業では、主に「用地買収方式」が用いられます。
「用地買収方式」では、都市計画道路区域内の必要な土地だけを買収します。
その際、支障となる物件（建物や塀）に対しては、調査を行い、資産価値を評価

し金銭補償を行います。



土地区画整理事業とは
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市街地再開発事業とは
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線的整備と面的整備の比較
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